
昭和 26（1951）年 3月作成
「日本外交の過誤」草案



「
日
本
外
交
の
過
誤
」
草
案

昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
一
月
、
吉
田
茂
総
理
は
、
対
日
講
和
の
進

展
に
備
え
、
満
州
事
変
か
ら
終
戦
ま
で
の
期
間
の
日
本
外
交
を
検
討
し
、

戦
争
の
阻
止
、
戦
争
の
早
期
終
結
の
た
め
、
外
務
省
が
と
る
べ
き
で
あ
っ

た
態
度
を
考
察
す
る
よ
う
、
外
務
省
の
課
長
ク
ラ
ス
に
求
め
た
。
そ
の
結

果
、
作
成
さ
れ
た
調
書
（
草
案
）
が
こ
の
「
日
本
外
交
の
過
誤
」
で
あ
る
。

表
紙
に
は
吉
田
総
理
の
自
筆
で
「
本
稿
の
趣
旨
ニ
テ
省
員
へ
講
演
を
試

み
批
評
せ
し
む
べ
し
」
と
あ
り
、
本
文
の
随
所
に
も
吉
田
自
身
の
コ
メ
ン

ト
が
付
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
の
コ
メ
ン
ト
内
容
を
反
映
す
る
形
で
四
月

一
〇
日
に
最
終
版
が
完
成
し
た
。


